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1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

社会問題に関する
語彙、表現、文法等
の理解を深め、聞く
読む話す書くことに
よる実際のコミュニケ
ションにおいて、目
的や場面，状況など
に応じて適切に活用
できる技能を身に付
けている。

目的や場面，状況な
どに応じて，社会問
題についての情報
や考えなどの概要や
要点，詳細，意図な
どを的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

社会問題に対する
理解を深め，聞き
手，読み手，話し
手，書き手に配慮し
ながら，主体的，自
律的に外国語を用
いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしてい
る。

人物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，人物に
ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

人物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

異文化に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，異文化
についての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

異文化に対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書
き手に配慮しなが
ら，主体的，自律的
に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図
ろうとしている。

動物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，動物に
ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

動物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

テクノロジーに関す
る語彙、表現、文法
等の理解を深め、聞
く読む話す書くことに
よる実際のコミュニケ
ションにおいて、目
的や場面，状況など
に応じて適切に活用
できる技能を身に付
けている。

目的や場面，状況な
どに応じて，テクノロ
ジーについての情報
や考えなどの概要や
要点，詳細，意図な
どを的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

テクノロジーに対す
る理解を深め，聞き
手，読み手，話し
手，書き手に配慮し
ながら，主体的，自
律的に外国語を用
いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしてい
る。

環境問題に関する
語彙、表現、文法等
の理解を深め、聞く
読む話す書くことに
よる実際のコミュニケ
ションにおいて、目
的や場面，状況など
に応じて適切に活用
できる技能を身に付
けている。

目的や場面，状況な
どに応じて，環境問
題についての情報
や考えなどの概要や
要点，詳細，意図な
どを的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

環境問題に対する
理解を深め，聞き
手，読み手，話し
手，書き手に配慮し
ながら，主体的，自
律的に外国語を用
いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしてい
る。

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

教科書の内容を中心にワークシート等を使い、英文を読み、聞き、話し、書き、問いに答えることを通して理解する。

また、それを用いて自分の意見を発表したり、他者と意見交換したりなどする。

使用教科書 LANDMARK Fit English CommunicationⅠ（啓林館） 担当者

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な
言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3 必修科目 １年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

授業での取り組み、単元テスト、小テストや実技テスト、課題やレポートの実施状況などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

ペアワークやグループワークなどのコミュニケーション活動を行い、様々な事柄について英語で理解を深める科目です。積極的に活動に参加するようにしましょう。
また多くの支援を活用し、情報や考えなどを適切に理解したり、適切に伝えたりする基礎的な能力を養います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

評価方法

動物の生態や生息環境について

科学技術 テクノロジーや科学研究について

それに関わる語彙や文法

それに関わる語彙や文法

自分の興味を述べる表現

環境問題 環境問題や自然について

研究について述べる表現

文化教養 スポーツ スポーツの背景や意義につい
て

自分の意見を述べる表現

異文化 異文化や多様性について

それに関わる語彙や文法

授業での取り組み
単元テスト
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します

目的や場面，状況な
どに応じて，スポー
ツについての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

スポーツに対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書
き手に配慮しなが
ら，主体的，自律的
に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図
ろうとしている。

それに関わる語彙や文法

調査について述べる表現

国際社会 社会問題 社会問題や政治経済につい
て

自然科学 動物

それに関わる語彙や文法

スポーツに関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

それに関わる語彙や文法

自分の経験を述べる表現

それに関わる語彙や文法

自分の意見を述べる表現

人物 偉人やある分野で活躍する人
について



12 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

自分の興味を述べる表現

それに関わる語彙や文法

文学 文学作品の背景やメッセージ
について

文学に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，文学に
ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

文学に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

授業での取り組み
単元テスト
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します

目的や場面，状況な
どに応じて，スポー
ツについての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

スポーツに対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書
き手に配慮しなが
ら，主体的，自律的
に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図
ろうとしている。

自分の好みを述べる表現

芸術に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて、芸術に
ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

芸術に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

芸術 芸術作品の背景や特徴につ
いて

それに関わる語彙や文法

自分の体験を述べる表現

スポーツに関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。
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1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○

7 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

異文化 異文化や多様性について 異文化に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，異文化
についての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

異文化に対する理解
を深め，聞き手，読
み手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

研究や調査について述べる表
現

人物 歴史的偉人やある分野で活躍
する人物について

人物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，人物に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

人物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

自分の経験を述べる表現

国際社会 社会問題 政治経済や社会問題について 社会問題に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，社会問
題についての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

社会問題に対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

自分の意見を述べる表現

研究や調査について述べる表
現

環境 環境問題や自然について 環境に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，環境に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

環境に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

自分の意見を述べる表現

自然科学 動物 動物の生態や生息環境につい
て

動物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，動物に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

動物に対する理解
を深め，聞き手，読
み手，話し手，書き
手に配慮しなが
ら，主体的，自律
的に外国語を用い
てコミュニケーショ
ンを図ろうとしてい
る。

授業での取り組み
単元テスト
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価しますそれに関わる語彙や文法

自分の興味を述べる表現

科学技術 テクノロジーや科学研究につい
て

科学技術に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，科学技
術ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

科学技術に対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

以上の観点をふまえ、

授業での取り組み、単元テスト、小テストや実技テスト、課題やレポートの実施状況などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

ペアワークやグループワークなどのコミュニケーション活動を行い、様々な事柄について英語で理解を深める科目です。積極的に活動に参加するようにしましょう。ま
た情報や考えなどを適切に理解したり、適切に伝えたりする基礎的な能力や、それを活用しさらに高める活動を行います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

教科書の内容を中心にワークシート等を使い、英文を読み、聞き、話し、書き、問いに答えることを通して理解する。

また、それを用いて自分の意見を発表したり、他者と意見交換したりなどする。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

使用教科書 LANDMARK Fit English Communication Ⅱ（啓林館） 担当者

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4 選択科目 ２年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

文学 文学の背景やメッセージにつ
いて

文学に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，文学に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

文学に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

自分の好みを述べる表現

芸術 芸術作品の背景や特徴につい
て

芸術に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，芸術に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

芸術に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

自分の興味を述べる表現

文化教養 スポーツ スポーツの背景や意義につい
て

スポーツに関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，スポーツ
についての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

スポーツに対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

自分の経験を述べる表現

授業での取り組み
単元テスト
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○

7 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

目的や場面，状況な
どに応じて，異文化
についての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

異文化に対する理解
を深め，聞き手，読
み手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

異文化に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

人物 歴史的偉人やある分野で活躍
する人物について

人物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，人物に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

研究や調査について述べる表
現

自分の経験を述べる表現

異文化 異文化や多様性について

人物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

目的や場面，状況な
どに応じて，社会問
題についての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

社会問題に対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

科学技術に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，科学技
術ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

科学技術に対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

社会問題に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

環境 環境問題や自然について 環境に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，環境に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

自分の意見を述べる表現

自分の意見を述べる表現

国際社会 社会問題 政治経済や社会問題について

テクノロジーや科学研究につい
て

評価方法

自然科学 動物 動物の生態や生息環境につい
て

動物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，動物に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

動物に対する理解
を深め，聞き手，読
み手，話し手，書き
手に配慮しなが
ら，主体的，自律
的に外国語を用い
てコミュニケーショ
ンを図ろうとしてい
る。

授業での取り組み
単元テスト
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します

それに関わる語彙や文法

研究や調査について述べる表
現

それに関わる語彙や文法

自分の興味を述べる表現

科学技術

環境に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

単元（題材）の評価規準

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

授業での取り組み、単元テスト、小テストや実技テスト、課題やレポートの実施状況などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

ペアワークやグループワークなどのコミュニケーション活動を行い、様々な事柄について英語で理解を深める科目です。積極的に活動に参加するようにしましょう。ま
た情報や考えなどを適切に理解したり、適切に伝えたりする基礎的な能力や、それを活用しさらに高める活動を行います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力)

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

教科書の内容を中心にワークシート等を使い、英文を読み、聞き、話し、書き、問いに答えることを通して理解する。

また、それを用いて自分の意見を発表したり、他者と意見交換したりなどする。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

使用教科書 LANDMARK Fit English Communication Ⅱ（啓林館） 担当者

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4 選択科目 ３年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

目的や場面，状況な
どに応じて，芸術に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

芸術に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

芸術に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

文化教養 スポーツ スポーツの背景や意義につい
て

スポーツに関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，スポーツ
についての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

自分の興味を述べる表現

自分の経験を述べる表現

芸術 芸術作品の背景や特徴につい
て

スポーツに対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

授業での取り組み
単元テスト
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

文化教養 スポーツ スポーツの背景や意義につい
て

スポーツに関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，スポーツ
についての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。自分の経験を述べる表現

スポーツに対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

目的や場面，状況な
どに応じて，動物に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

動物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

動物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

人物 歴史的偉人やある分野で活躍
する人物について

動物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，動物に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

自分の意見を述べる表現

自分の経験を述べる表現

異文化 異文化や多様性について

動物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

目的や場面，状況な
どに応じて，社会問
題についての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

社会問題に対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

それに関わる語彙や文法

科学技術に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，科学技
術についての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解したり，
これらを活用して適
切に表現したり伝え
合ったりしている。

科学技術に対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，
主体的，自律的に外
国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

社会問題に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

自然 環境問題や自然について 自然に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，自然に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

自分の意見を提案する表現

調査について述べる表現

国際社会 社会問題 社会問題や政治経済について

テクノロジーや研究について

評価方法

自然科学 動物 動物の生態や生息環境につい
て

動物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，動物に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

動物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

授業での取り組み
単元テスト
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します

それに関わる語彙や文法

研究について述べる表現

それに関わる語彙や文法

自分の興味を述べる表現

科学技術

自然に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

単元（題材）の評価規準

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

授業での取り組み、単元テスト、小テストや実技テスト、課題やレポートの実施状況などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

ペアワークやグループワークなどのコミュニケーション活動を行い、様々な事柄について英語で理解を深める科目です。積極的に活動に参加するようにしましょう。ま
た支援を活用しなくても、情報や考えなどを適切に理解したり、適切に伝えたりする基礎的な能力を養い、それを活用しより発展的な活動を行います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力)

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

教科書の内容を中心にワークシート等を使い、英文を読み、聞き、話し、書き、問いに答えることを通して理解する。

また、それを用いて自分の意見を発表したり、他者と意見交換したりなどする。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

使用教科書 LANDMARK Fit English Communication Ⅲ（啓林館） 担当者

外国語 英語コミュニケーションⅢ 4 選択科目 ３年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

目的や場面，状況な
どに応じて，芸術に
ついての情報や考え
などの概要や要点，
詳細，意図などを的
確に理解したり，これ
らを活用して適切に
表現したり伝え合っ
たりしている。

芸術に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手に
配慮しながら，主体
的，自律的に外国語
を用いてコミュニケー
ションを図ろうとして
いる。

それに関わる語彙や文法

芸術に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

自分の好みを述べる表現

芸術 芸術作品にある背景や特徴に
ついて

授業での取り組み
単元テスト
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

自分の活動を振り
返りながら、状況を
整理して助けを求
めたり、お礼や感
謝を伝えたりして、
自分の考えや気持
ちなどを表現しよう
としている。

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト

相槌を打つ

したいことについて 行ってみたい場所 希望を述べる 希望を述べる、理
由を述べるときの
表現を理解し、学
んだ表現を適切に
運用し、考えや気
持ちなどを表現す
る基本的な技能を
身に着けている。

適切な表現を用い
て、具体的に希望
を述べている。ま
た、理論を一貫さ
せて理由を述べ、
自分の考えや気持
ちなどを表現して
いる。

お礼や感謝を伝える

理由を述べる 単元テスト
小テスト
パフォーマンステスト

友達に相談する 助けを求める 助けを求め、お礼
や感謝を伝えると
きの表現を理解
し、学んだ表現を
適切に運用し、考
えや気持ちなどを
表現する基本的な
技能を身に着けて
いる。

適切な表現を用い
て、状況を整理し
て助けを求めたり、
お礼や感謝を伝え
たりして、自分の考
えや気持ちなどを
表現している。

道を案内する

自分の活動を振り
返りながら、具体的
に希望を述べてい
る。また、理論を一
貫させて理由を述
べ、自分の考えや
気持ちなどを表現
しようとしている。

買い物 描写する 描写する、相槌を
打つときの表現を
理解し、学んだ表
現を適切に運用
し、考えや気持ち
などを表現する基
本的な技能を身に
着けている。

適切な表現を用い
て、わかりやすく物
事を描写している。
また、文脈に応じ
て相槌を打って、
自分の考えや気持
ちなどを表現して
いる。

自分の活動を振り
返りながら、わかり
やすく物事を描写
している。また、文
脈に応じて相槌を
打って、自分の考
えや気持ちなどを
表現しようとしてい
る。

自分や身近な人に
ついて

人物紹介 紹介する 自分や身近な人を
紹介する表現を理
解し、相手の注意
を引く表現を適切
に運用し、考えや
気持ちを表現する
基本的な技能を身
に着けている。

適切な表現を用い
てテーマに沿っ
て、自分や身近な
人を紹介している。
また、自分の気持
ちや考えを表現し
ている。

自分の活動を振り
返りながら、適切な
表現を用いてテー
マに沿って、自分
や身近な人を紹介
している。また、自
分の気持ちや考え
を表現しようとして
いる

単元テスト
小テスト
パフォーマンステスト

注意を引く

好きなものを紹介 要約する 映画や本のあらす
じを要約したり、感
想や批評を述べた
りする表現を理解
し、学んだ表現を
適切に運用し、考
えや気持ちを表現
する基本的な技能
を身に着けてい
る。

適切な表現を用い
て、あらすじなどを
要約して紹介した
り、内容に関する
感想や批評を述べ
たりしている。

自分の活動を振り
返りながら、あらす
じなどを要約して
紹介したり、内容に
関する感想や批評
を述べたりしようと
している。

感想や批評を述べる 単元テスト
小テスト
パフォーマンステスト

日常生活について 道案内をする 提案・依頼する 提案する、依頼す
る、道順を説明す
るときの表現を理
解し、学んだ表現
を適切に運用し、
考えや肝紙などを
表現する基本的な
技能を身に着けて
いる。

適切な表現を用い
て、物事を提案し
たり、依頼したりし
ている。また、相手
にわかりやすく道
順を説明している。

自分の活動を振り
返りながら、物事を
提案したり、依頼し
たりしている。ま
た、相手にわかり
やすく道順を説明
しようとしている。

以上の観点をふまえ、

・授業での取り組み、単元テスト、小テスト、パフォーマンステストなどを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

授業で学んだことを理解し、ペアワーク、グループワークなどで実践して定着させましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

教科書の内容を基にしたプリントを中心に授業を進めていくので、授業を大切に理解を深めてください。

自主的に英語を活用する態度を身に着け、実践していきましょう。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

使用教科書 Revised EARTHRISE English Logic and Expression Ⅰ Standard （数研出版） 担当者

外国語 論理・表現Ⅰ 2 必修科目 １年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

自分の活動を振り
返りながら、ディ
ベートにおける理
由・例示・反駁・引
用を、論理の構成
や展開を工夫して
詳しく伝えようとし
ている。

単元テスト
小テスト
パフォーマンステスト

理由を要約してまとめる

話し合う・議論する 身近な話題でディ
スカッション

共感を述べる 共感を述べる表現
や解決策を提案す
る表現を理解し、
多様な語句や文を
用いて工夫して伝
える技能を身に着
けている。

共感を述べる表現
や解決策の提案
を、論理の構成や
展開を工夫して詳
しく伝えている。

反駁する・引用する

解決策を提案する 単元テスト
小テスト
パフォーマンステスト

クラスでディベート 理由を述べる・例を挙げる 理由を述べたり例
を挙げたり反駁し
たり引用したりする
表現を理解し、多
様な語句や文を用
いて工夫して伝え
る技能を身に着け
ている。

ディベートにおける
理由・例示・反駁・
引用を、論理の構
成や展開を工夫し
て詳しく伝えてい
る。

話題を発展させる。

自分の活動を振り
返りながら、共感を
述べる表現や解決
策の提案を、論理
の構成や展開を工
夫して詳しく伝えよ
うとしている。

読み手を納得させ
る

主張の理由を説明する 主張の理由を説明
する表現や理由を
要約する表現を理
解し、多様な語句
や文を用いて工夫
して伝える技能を
身に着けている。

主張の理由、理由
の要約を、論理の
構成や展開を工夫
して詳しく伝えてい
る。

自分の活動を振り
返りながら、主張の
理由、理由の要約
を、論理の構成や
展開を工夫して詳
しく伝えようとして
いる。

自分や身近な人に
ついて

遊ぶやスポーツを
紹介する

順序だてて説明する 順序だてて説明
し、相手の知識に
合わせて説明する
表現を理解し、多
様な語句や文を用
いて工夫して伝え
る技能を身に着け
ている。

順序だてて、相手
の知識に合わせた
説明を、論理の構
成や展開を工夫し
て詳しく伝えてい
る。

自分の活動を振り
返りながら、順序だ
てて、相手の知識
に合わせた説明
を、論理の構成や
展開を工夫して詳
しく伝えようとして
いる。

単元テスト
小テスト
パフォーマンステスト

聞き手の知識に合わせて説明
する

ＰＲする 事実と意見を区別する 事実と意見を区別
して述べ、文化や
習慣を説明する表
現を理解し、多様
な語句や文を用い
て工夫して伝える
技能を身に着けて
いる。

事実と意見を区別
し、文化や習慣に
関する説明を、論
理の構成や展開を
工夫して詳しく伝
えている。

自分の活動を振り
返りながら、事実と
意見を区別し、文
化や習慣に関する
説明を、論理の構
成や展開を工夫し
て詳しく伝えようと
している。

文化や習慣を説明する 単元テスト
小テスト
パフォーマンステスト

話を伝える 物語を伝える 利点と欠点を述べる 利点と欠点を述べ
る表現や話題を発
展させる表現を理
解し、多様な語句
や文を用いて工夫
して伝える技能を
身に着けている。

利点と欠点、話題
を発展させた説明
を、論理の構成や
展開を工夫して詳
しく伝えている。

自分の活動を振り
返りながら、利点と
欠点、話題を発展
させた説明を、論
理の構成や展開を
工夫して詳しく伝
えようとしている。

以上の観点をふまえ、

・授業での取り組み、単元テスト、小テスト、パフォーマンステストなどを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

授業で学んだことを理解し、ペアワーク、グループワークなどで実践して定着させましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

教科書の内容を基にしたプリントを中心に授業を進めていくので、授業を大切に理解を深めてください。

自主的に英語を活用する態度を身に着け、実践していきましょう。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

使用教科書 EARTHRISE English Logic and Expression Ⅱ Standard（数研出版） 担当者

外国語 論理・表現Ⅱ 2 選択科目 ２年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

分詞 現在分詞と過去分
詞

文法事項を理解して、英語で
発信する。

分詞の意味や働き
について理解して
いる。
分詞を用いて，自
分の周りの自然や
環境について，伝
え合う技能を身に
つけている。

自分の周りの自然
や環境に関する情
報を、論理的に詳
しく書き、わかりや
すくプレゼンテー
ションができる。

自分の周りの自然
や環境に関する情
報を、論理的に詳
しく書こうとし、わか
りやすくプレゼン
テーションをしよう
としている。

分詞を使った表現 あるまとまった内容について英
語で理解する。

動名詞 主語・補語・目的
語

文法事項を理解して、英語で
発信する。

動名詞の意味や働
きについて理解し
ている。
動名詞を用いて，
自分の興味関心の
あることを伝え合う
技能を身につけて
いる。

自分の好きなことと
興味のあることなど
についての情報
を，論理的に詳しく
書いたり、話して伝
え合うことができ
る。

自分の好きなことと
興味のあることなど
についての情報
を，論理的に詳しく
書こうとしたり、話し
て伝え合おうとして
いる。

動名詞を使った表
現

あるまとまった内容について英
語で理解する。

不定詞 名詞用法・形容詞
用法・副詞用法

文法事項を理解して、英語で
発信する。

不定詞の意味や働
きについて理解し
ている。
不定詞を用いて，
自分のことや身近
な人のことについ
て，伝え合う技能を
身につけている。

自分の目標や健康
維持に関しての情
報を論理的に詳し
く書いたり、話して
伝え合うことができ
る。

自分の目標や健康
維持に関しての情
報を論理的に詳し
く書こうとしたり、話
して伝え合おうとし
ている。

不定詞を使った表
現

あるまとまった内容について英
語で理解する。

可能・許可、義務、
依頼についての情
報を論理的に書こ
うとたり、話して伝
え合おうとしてい
る。また発話を振り
返り、改善点を見
出そうとしている。

助動詞と同じ意味
の表現

あるまとまった内容について英
語で理解する。

態 能動態と受動態 文法事項を理解して、英語で
発信する。

態の意味や働きに
ついて理解してい
る。
受動態を用いて，
与えられた設定に
ついて、伝え合う
技能を身につけて
いる。

与えられた設定に
ついての情報を，
論理的に詳しく話
して伝え合うことが
できる。

与えられた設定に
ついての情報を，
論理的に詳しく伝
え合おうとしてい
る。また，自分の発
話を振り返り，改善
点を見出そうとして
いる。

受動態の未来・完
了

あるまとまった内容について英
語で理解する。

基本５文型 文の種類・第１～５
文型

文法事項を理解して、英語で
発信する。

主語，動詞，文構
造，疑問文と否定
文，品詞，句と節
について理解して
いる。

英語で表現すると
きに，まずはやさし
い日本語に言い換
えたり，発想自体を
変えたりするなどの
技能を身につけて
いる。

英語で表現すると
きに，まずはやさし
い日本語に言い換
えたり，発想自体を
変えようとしてい
る。

単元テスト
単語等の小テスト
スピーキングテスト

目的語と補語 あるまとまった内容について英
語で理解する。

時制の理解 現在形・過去形・
未来

文法事項を理解して、英語で
発信する。

動詞の時制の意味
や働きについて理
解している。
動詞の様々な時制
を用いて，自分の
ことや身近な人の
ことについて，伝え
合う技能を身につ
けている。

現在・過去・未来
に関する情報を，
論理的に詳しく書
くことや話して伝え
合うことができる。

現在・過去・未来
に関する情報を，
論理的に詳しく書
こうとしたり、話して
伝え合おうとしてい
る。また発話を振り
返り、改善点を見
出そうとしている。

進行形・完了形 あるまとまった内容について英
語で理解する。

助動詞 助動詞の働き 文法事項を理解して、英語で
発信する。

助動詞の意味や働
きについて理解し
ている。
助動詞を用いて，
自分のことや身近
な人のことについ
て，伝え合う技能を
身につけている。

可能・許可、義務、
依頼についての情
報を論理的に書い
たり、話して伝え合
うことができる。

以上の観点をふまえ、

単元テスト、小テスト、課題などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

プリントを中心に授業を進めます。様々な文法項目を理解しながら、情報を発信したり、受け取ったりする練習をします。
様々なトピックを取り入れ、英会話や読解を行います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

英語を使うことに興味関心を持ち、積極的に活動をして、自分で使うことができる表現を増やしていくこと。

間違えを恐れずに、楽しみながら身に付けていきましょう。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

使用教科書 なし 担当者

外国語 実用英語 2 選択科目 ３年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

仮定法 仮定法過去・仮定
法過去完了

文法事項を理解して、英語で
発信する。

仮定法の意味や働
きについて理解し
ている。
仮定法を用いて，
自分のことや身近
な人のことについ
て，伝え合う技能を
身につけている。

自分の身の回りの
ことや、自分か他
の誰かの願望を、
相手にわかりやす
く伝えることができ
る。また相手の発
言に対して簡潔に
感想を述べること
ができる。

自分の身の回りの
ことや、自分か他
の誰かの願望を、
相手にわかりやす
く伝えようとしてい
る。。また相手の発
言に対して簡潔に
感想を述べようとし
ている。

関係代名詞の意味
や働きについて理
解している。
関係代名詞を用い
て，自分が達成し
たこと・しなかった
ことについて，伝え
合う技能を身につ
けている。

自分が達成したこ
と・しなかったこと
について，論理的
に詳しく書き、わか
りやすくプレゼン
テーションができ
る。

自分が達成したこ
と・しなかったこと
について，論理的
に詳しく書こうとし
たり、わかりやすく
プレゼンテーション
をしようとしている。

関係代名詞を使っ
た表現

あるまとまった内容について英
語で理解する。

仮定法を使った表
現

あるまとまった内容について英
語で理解する。

関係代名詞 主格・目的格・所
有格

文法事項を理解して、英語で
発信する。

比較 比較級と最上級 文法事項を理解して、英語で
発信する。

比較の意味や働き
について理解して
いる。
比較表現を用い
て，自分のことや身
近な人のことにつ
いて，伝え合う技
能を身につけてい
る。

自分の生活環境に
関して比較したこと
について，論理的
に詳しく書いたり、
話して伝え合うこと
ができる。

自分の生活環境に
関して比較したこと
について，論理的
に詳しく書こうとし
たり、話して伝え合
おうとしている。

比較を使った表現 あるまとまった内容について英
語で理解する。

単元テスト
単語等の小テスト
スピーキングテスト



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

自分の考えをまと
めるために，日常
的な話題につい
て，雑誌記事や会
話文，ブログ形式
のテキストを読み，
条件と帰結の関係
を捉えたり，具体例
や過去の経験を読
み取ったりしてい
る。

自分の考えをまと
めるために，日常
的な話題につい
て，雑誌記事や会
話文，ブログ形式
のテキストを読み，
条件と帰結の関係
を捉えたり，具体例
や過去の経験を読
み取ろうとしてい
る。

必要な情報を素早く読み取る。

ブログの形式や特
徴を理解している。
日常的な話題につ
いて，ブログ形式
のテキストを読み，
過去の経験の内容
を読み取る技能を
身に付けている。

５　原因・理由を表す
構文

原因・理由を表す
構文の理解

原因理由の構文の用法を理解
し、場面や状況に応じて活用
する。

理由を述 べるとき
の表現の形・意
味・用法を理解し
てい る。

相手の立場や状況
を理解し，適切な
表現を用いて， 相
手が納得で きるよ
う論理を一貫させ
て理由を述べたり
して，自 分の考え
や気持ちなどを 書
いて伝えている

自分が集めた情報や考えを表
現する。

自分の考えや調べた情報を発
表する。

６　情報の読み取り 情報を読み取る 日常生活に関連した掲示やメ
モから概要をとらえる。

相手の立場や状況
を理解し，適切な
表現を用いて， 相
手が納得で きるよ
う論理を一貫させ
て理由を述べたり
して，自 分の考え
や気持ちなどを 書
いて伝えようとして
いる。

筆者および発言者の内容を正
確に理解する。

人物の経歴や業績
の紹介について，
知っていることや調
べた内容を基に，
聞き手に伝わるよう
に情報を簡潔に伝
えようとしている。

筆者および発言者の内容を正
確に理解する。

仮定法過去・仮定
法過去完了を用い
た文の形・意味・用
法を理解している。
場所に関連した表
現を用いるなどし
て将来住みたい場
所について書く適
切な方法を理解し
ている。

将来住みたい場所
についての主張を
展開するために，
具体例とともに述
べたりして，読み手
を意識しながら首
尾一貫性のある文
章を書いている。

将来住みたい場所
についての主張を
展開するために，
具体例とともに述
べたりして，読み手
を意識しながら首
尾一貫性のある文
章を書こうとしてい
る。

人物の経歴や業績
の紹介について，
知っていることや調
べた内容を基に，
聞き手に伝わるよう
に情報を簡潔に伝
えている。

３　分詞構文 分詞構文の理解 分詞構文の用法を理解し、場
面や状況に応じて活用する。

分詞構文を用いた
文の形・意味を理
解している。
フォーマルな文体
でEmail を書き、目
的を伝えたり質問
をしたりする方法を
理解している。

フォーマルなEmail
を書く場面で聞い
たり読んだりしたこ
とを活用しながら、
読み手を意識して
目的を伝えたり、質
問内容を書いたり
している。

自分の考えや調べた情報を発
表する。

自分の考えや調べた情報を発
表する。

４　特殊構文 特殊構文 特殊構文の用法を理解し、場
面や状況に応じて活用する。

否定表現を用いた
文の形・意味を理
解している。
語。句、文におけ
る強勢やイントネー
ション、区切りを理
解している。

仮定法の用法を理解し、場面
や状況に応じて活用する。

評価方法

１　第５文型 第5文型の理解 第５文型の用法を理解し、場面
や状況に応じて活用する。

主語，動詞，文構
造，疑問文と否定
文，品詞，句と節
について理解して
いる。

英語で表現すると
きに，まずはやさし
い日本語に言い換
えたり，発想自体を
変えたりするなどの
技能を身につけて
いる。

英語で表現すると
きに，まずはやさし
い日本語に言い換
えたり，発想自体を
変えようとしてい
る。

単元テスト
単語等の小テスト
課題への取り組み

筆者および発言者の内容を正
確に理解する。

自分の考えや調べた情報を発
表する。

筆者および発言者の内容を正
確に理解する。

自分の考えや調べた情報を発
表する。

２　仮定法 仮定法の理解

フォーマルなEmail
を書く場面で聞い
たり読んだりしたこ
とを活用しながら、
読み手を意識して
目的を伝えたり、質
問内容を書こうとし
ている。

筆者および発言者の内容を正
確に理解する。

単元（題材）の評価規準

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

単元テスト、小テスト、課題などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

プリントを中心に授業を進めます。多様な英文のスタイルに触れながら、素早く正確に情報をつかんでいくための文法、構文、語いの定着を図ります。英語を得意と
する者、または英語の力をある程度の高い位置まで引き上げたい生徒向けの授業です。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力)

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

幅広いジャンルの様々なテーマを選び、英文を読み、聞き、話し、書き、問いに答えることを通して応用的な英語力を身につける。

また、それを用いて自分の意見を発表したり、他者と意見交換しながら、英語特有の感覚や英語で思考する力を身につける。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

使用教科書 なし 担当者

外国語 応用英語 2 選択科目 ３年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

自分の考えをまと
めるために，ストー
リーの内容につい
て，動詞・動詞句
が表す意味の違い
を捉えたり，そのこ
とで生じ得る行き
違いについて考え
たりしている。

自分の考えをまと
めるために，ストー
リーの内容につい
て，動詞・動詞句
が表す意味の違い
を捉えたり，そのこ
とで生じ得る行き
違いについて考え
ようとしている。

パラグラフごとにタイトルをつけ
る。

ストーリーで用いら
れる語，句，文の
理解を基に，ストー
リーの内容につい
て，概要や詳細，
作者のユーモア
（動詞・動詞句の
読み取り間違い），
登場人物の行き違
いを読み取る技能
を身に付けてい
る。

９　図表の読み取り 図表から読み取る 複数の記事から必要な情報を
読み取る。

図表・グラフの解
説に用いられる語
句、表現を理解し
ている。

素早く正確に図表
やグラフから状況
を読み取り、簡潔
に要点をまとめ、相
手を意識して伝え
ている。

自分が集めた情報や考えを表
現する。

自分が集めた情報や考えを表
現する。

１０　物語文の読み
取り

物語文を読み取る 時を表す表現を理解し、時系
列で読み取る。

素早く正確に図表
やグラフから状況
を読み取り、簡潔
に要点をまとめ、相
手を意識して伝え
ようとしている。

複数ある意見を整理して読み
取る。

自分の考えをまと
めるために，社会
的な話題につい
て，伝統文化や言
語に関する情報が
掲載されているパ
ンフレットや展示物
のパネルを読み，
概要や年表，解説
を読み取ってい
る。

自分の考えをまと
めるために，社会
的な話題につい
て，伝統文化や言
語に関する情報が
掲載されているパ
ンフレットや展示物
のパネルを読み，
概要や年表，解説
を読み取ろうとして
いる。

順番や感情の変化を時系列で
追う。

時系列に情報が整
理された文の構成
を理解している。
パンフレットの形式
や特徴を理解して
いる。

７　情報の整理 情報を整理する イラストや写真を参考にしなが
ら、状況の推測する。

条件節や帰結節，
命令文を用いた文
の意味を理解して
いる。具体例を示
しながら物事を描
写する方法を理解
している。

互いの考えを深め
るために，聞いたり
読んだりした経験
について，伝える
内容を整理し，自
分の考え・気持ち
を話して伝え合っ
ている。

自分が集めた情報や考えを表
現する。

自分が集めた情報や考えを表
現する。

８　概要把握 概要を把握する ブログや新聞記事を読み、内
容の概要が把握する。

互いの考えを深め
るために，聞いたり
読んだりした経験
について，伝える
内容を整理し，自
分の考え・気持ち
を話して伝え合お
うとしている。

事実と意見を区別しながら読
む。

単元テスト
単語等の小テスト
課題への取り組み



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

日常的、社会的な
話題についての質
問に、理由や賛
成、反対等の意見
を添えて答えるた
めに必要な表現を
理解している。

日常的・社会的な
話題について、理
由や賛成、反対等
の意見を論理の構
成や展開を工夫し
て伝え合う技能を
身につけている。

Unit４ 自分の意見を
伝える

1　意見を添えて答
える

質問者がヒントを与えながら、
応答者は理由や意見を添えて
２文以上で答える。

日常的、社会的な
話題についての質
問に、理由や賛
成、反対等の意見
を添えて、自分の
意見を相手によく
理解してもらえるよ
うに伝えている。

日常的・社会的な
話題について、理
由や賛成、反対等
の意見を、相手の
意見を確認しなが
ら、論理の構成や
展開を工夫して伝
え合っている。

日常的、社会的な
話題についての質
問に、理由や賛
成、反対等の意見
を添えて、自分の
意見を相手によく
理解してもらえるよ
うに伝えようとして
いる。

日常的・社会的な
話題について、理
由や賛成、反対等
の意見を、相手の
意見を確認しなが
ら、論理の構成や
展開を工夫して伝
え合おうとしてい
る。

2　Yes/Noスピー
チ

カードに書かれたテーマにつ
いて即興で賛成か反対か理由
を添えて３文以上のスピーチを
する。

Unit3 話をつないで
続ける

１　ミニスピーチ カードに書かれたテーマにつ
いて即興で３文以上のスピー
チをする。

3文以上のミニス
ピーチ述べるため
に必要となる語彙
や表現、音声等を
理解している。

質問者がヒントを追
加しながら、応答
者が２文以上で即
興で応答してい
る。

話題を切り出したり
振ったりする表現
を使いながら、多く
の人と一定時間以
上対話を続けるこ
とができる。

聞き手にミニスピー
チをよく理解しても
らえるように、話す
速さを調整したり言
い換えたりして伝
えている。
質問者が話す速さ
を調整したり言い
換えたりしている。
応答者は聞き直し
たり、理由とともに
伝えている。
話題を切り出したり
振ったりする表現
に対し、共感的な
態度で相づちや質
問をしながら対話
を続けている。

聞き手にミニスピー
チをよく理解しても
らえるように、話す
速さを調整したり言
い換えたりして伝
えようとしている。
質問者が話す速さ
を調整したり言い
換えようとしてい
る。応答者は聞き
直したり、理由とと
もに伝えようとして
いる。
話題を切り出したり
振ったりする表現
に対し、共感的な
態度で相づちや質
問をしながら対話
を続けようとしてい
る。

2　ミニチャット 話題を変えずに５つの技術を
使って１分間話す。

3　Q & A 質問者がヒントを与えながら、
応答者は２文以上で答える。

4　グループチャッ
ト

話題を切り出したり振ったりしな
がら、５分間で５人以上と話す。

5　グループチャッ
ト

話題を切りだしたり振ったりしな
がら、１０分間で１０人以上と話
す。

聞き手に学校や町
のことをよく理解し
てもらえるように、
経験や理由ととも
に話して伝えようと
している。
自分の周囲で起き
ていることやイラス
トの状況について
情報を整理しなが
ら、根拠や理由とと
もに話して伝えよう
としている。
自分が得た情報や
カードに書かれた
情報を、論理性に
注意して説明し理
解してもらおうとし
ている。

2　町の紹介 話す内容を３つにしぼり、１つ
につき２文で話す。

3　イラストの描写 進行形や現在形を使って起き
ていることを話す。

4　情報を伝える あるテーマの情報を聞いて、他
の人に正しく伝える。

5　語句の説明 カードに書かれた情報を文で
伝え、相手に理解してもらう。

Unit1 自分について
話す

１　自己紹介 話す内容を３つに以内に絞り、
即興で自己紹介をする。

簡単な自己紹介や
友達紹介を述べる
ために必要となる
語彙や表現、音声
等を理解している。

相手が質問したこ
とに対し、情報を追
加して２文以上で
即興で応答してい
る。

相手が述べたこと
に対し、適切に相
づちや質問をしな
がら３０秒対話を続
けている。

・聞き手に自分や
友達のことをよく理
解してもらえるよう
に、経験や理由と
ともに話して伝えて
いる。

相手が質問したこ
とに対し、情報を整
理しながら、根拠
や理由とともに話し
て伝えている。
相手が述べたこと
に対し、共感的な
態度で相づちや質
問をしながら対話
を続けている。

・聞き手に自分や
友達のことをよく理
解してもらえるよう
に、経験や理由と
ともに話して伝えよ
うとしている。
相手が質問したこ
とに対し、情報を整
理しながら、根拠
や理由とともに話し
て伝えようとしてい
る。
相手が述べたこと
に対し、共感的な
態度で相づちや質
問をしながら対話
を続けようとしてい
る。

スピーチテスト
プレゼンテーションテスト
Ｑ＆Ａテスト
リスニングテスト
発音テスト
課題（レポート・提出物）
などを元に評価する。

2　友達紹介 話す内容を３つに以内に絞り、
即興で友達紹介をする。

3　２文以上で答え
る

相手が質問したことに対し、２
文以上で応答する。

4　話を聞いて質問
する

相手の発言に２秒以内に質問
する。

5　ペアで雑談する あいづち２回と質問２回をしな
がら３０秒対話を続ける。

Unit2 情報を伝える 1　学校の紹介 話す内容を３つにしぼり、１つ
につき２文で話す。

学校や町の紹介を
述べるために必要
となる語彙や表
現、音声等を理解
している。
自分の周囲で起き
ていることやイラス
トの状況を描写す
るために必要とな
る語彙や表現、音
声等を理解してい
る。

自分が得た情報や
カードに書かれた
情報を伝えるため
に必要となる語彙
や表現、音声等を
理解している。

聞き手に学校や町
のことをよく理解し
てもらえるように、
経験や理由ととも
に話して伝えてい
る。
自分の周囲で起き
ていることやイラス
トの状況について
情報を整理しなが
ら、根拠や理由とと
もに話して伝えて
いる。

自分が得た情報や
カードに書かれた
情報を、論理性に
注意して説明し理
解してもらう。

以上の観点をふまえ、

授業の取り組み、発音テスト、スピーチテスト、プレゼンテーションテスト、Q＆Aテスト、リスニングテストなどのパフォーマンステストや課題（レポート・提出物）などを総
合的に評価します。

担
当
者
か
ら

・テキストや高校生活、日常的なテーマや社会的なテーマを設定し、英語で積極的に聞いたり話したりする能力を育成します。
・事実や意見などの多様性を認め合い、異なる意見を尊重しながら自分の意見を述べる態度や能力を養います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

あいさつやあいづち、つなぎ言葉、同意の表現など対話を継続するためスキルを実践練習の繰り返しによって習得する。

即興で話しをするなどレスポンストレーニングを行う。英語で様々な質問文を作る練習を数多く行う。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

使用教科書 なし 担当者

外国語 リスニング＆スピーキング 2 選択科目 ３年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

4　ディスカッション ４人グループで無人島で必要
なアイテム３つを選び、理由を
含めたグループの意見をプレ
ゼンする。

5　ディスカッション ４人グループである課題の解
決策の意見を出し合い、理由
を含めたグループの意見をプ
レゼンする。

日常的、社会的な
話題についての質
問に、理由や賛
成、反対等の意見
を添えて答えるた
めに必要な表現を
理解している。

日常的・社会的な
話題について、理
由や賛成、反対等
の意見を論理の構
成や展開を工夫し
て伝え合う技能を
身につけている。

日常的、社会的な
話題についての質
問に、理由や賛
成、反対等の意見
を添えて、自分の
意見を相手によく
理解してもらえるよ
うに伝えている。

日常的・社会的な
話題について、理
由や賛成、反対等
の意見を、相手の
意見を確認しなが
ら、論理の構成や
展開を工夫して伝
え合っている。

日常的、社会的な
話題についての質
問に、理由や賛
成、反対等の意見
を添えて、自分の
意見を相手によく
理解してもらえるよ
うに伝えようとして
いる。

日常的・社会的な
話題について、理
由や賛成、反対等
の意見を、相手の
意見を確認しなが
ら、論理の構成や
展開を工夫して伝
え合おうとしてい
る。

3　傾聴スピーチ カードを使って４人グループで
傾聴リピートチェーントークをす
る。

スピーチテスト
プレゼンテーションテスト
Ｑ＆Ａテスト
リスニングテスト
発音テスト
課題（レポート・提出物）
などを元に評価する。



令和 8 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

自己紹介する時の
表現を理解し、学
んだ表現を適切に
運用する技能を身
に着けている。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、自
己紹介を通してコ
ミュニケーションを
取っている。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、自
己紹介を通してコ
ミュニケーションを
取ろうとしている。

発表テスト、レポート等

5 ○ ○ ○

学校生活について
説明する表現を理
解し、学んだ表現
を適切に運用する
技能を身に着けて
いる。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、学
校生活についてコ
ミュニケーションを
取っている。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、学
校生活についてコ
ミュニケーションを
取ろうとしている。

6 ○ ○ ○

趣味について説明
する表現を理解
し、学んだ表現を
適切に運用する技
能を身に着けてい
る。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、趣
味についてコミュニ
ケーションを取って
いる。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、趣
味についてコミュニ
ケーションを取ろう
としている。

7 ○ ○ ○

道案内や観光で用
いる表現を理解
し、学んだ表現を
場面に応じて運用
する技能を身に着
けている。

場面に応じた表現
を適切に使って、
道案内や観光での
やりとりに関して表
現している。

場面に応じた表現
を適切に使って、
道案内や観光での
やりとりに関して表
現しようとしてい
る。

発表テスト、レポート等

8 ○ ○ ○

食事や買い物で用
いる表現を理解
し、学んだ表現を
場面に応じて運用
する技能を身に着
けている。

場面に応じた表現
を適切に使って、
食事や買い物での
やりとりに関して表
現している。

場面に応じた表現
を適切に使って、
食事や買い物での
やりとりに関して表
現しようとしてい
る。

9 ○ ○ ○

電話や通院で用い
る表現を理解し、
学んだ表現を場面
に応じて運用する
技能を身に着けて
いる。

場面に応じた表現
を適切に使って、
電話や通院でのや
りとりに関して表現
している。

場面に応じた表現
を適切に使って、
電話や通院でのや
りとりに関して表現
しようとしている。

10 ○ ○ ○

駅や空港で用いる
表現を理解し、学
んだ表現を場面に
応じて運用する技
能を身に着けてい
る。

場面に応じた表現
を適切に使って、
駅や病院でのやり
とりに関して表現し
ている。

場面に応じた表現
を適切に使って、
駅や病院でのやり
とりに関して表現し
ようとしている。

11 ○ ○ ○

自国の文化につい
て理解し、学んだ
英語を駆使してプ
レゼンテーションす
る技能を身につけ
ている。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
している。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
しようとしている。

発表テスト、レポート等

12 ○ ○ ○

自国の文化につい
て理解し、学んだ
英語を駆使してプ
レゼンテーションす
る技能を身につけ
ている。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
している。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
しようとしている。

1 ○ ○ ○

自国の文化につい
て理解し、学んだ
英語を駆使してプ
レゼンテーションす
る技能を身につけ
ている。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
している。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
しようとしている。

Japanese culture 2 自国の文化を理解し、英語を
駆使して伝える。

　 Japanese culture 3 自国の文化を理解し、英語を
駆使して伝える。

Station / Airport 場面に応じた表現を理解し、
適切に使う。

日本について語る Japanese culture 1 自国の文化を理解し、英語を
駆使して伝える。

Restaurant /
Shopping

場面に応じた表現を理解し、
適切に使う。

Telephone /
Hospital

場面に応じた表現を理解し、
適切に使う。

Hobies 情報をまとめ伝え、コミュニケー
ションを取る。

場面に応じて語る Directions /
sightseeing

場面に応じた表現を理解し、
適切に使う。

自分について語る Self-introduction 情報をまとめ伝え、コミュニケー
ションを取る。

School Life 情報をまとめ伝え、コミュニケー
ションを取る。

担
当
者
か
ら

プリント中心に授業を進めていきます。
英語が苦手でも、日常生活や日本文化について、英語を使ってコミュニケーションを図ることに関心がある生徒向けの授業です。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

授業での取り組み、パフォーマンステスト、レポートなどで総合的に評価する。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

英語を使うことに興味関心を持ち、積極的に活動をして、自分で使うことができる表現を増やしていくこと。

間違えを恐れずに、楽しみながら身に付けていきましょう。

使用教科書 なし 担当者

外国語 教養英語 2 選択科目 ２年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



2 ○ ○ ○

自国の文化につい
て理解し、学んだ
英語を駆使してプ
レゼンテーションす
る技能を身につけ
ている。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
している。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
しようとしている。

発表テスト、レポート等

3 ○ ○ ○

自国の文化につい
て理解し、学んだ
英語を駆使してプ
レゼンテーションす
る技能を身につけ
ている。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
している。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
しようとしている。

Japanese culture ４ 自国の文化を理解し、英語を
駆使して伝える。

Japanese culture 5 自国の文化を理解し、英語を
駆使して伝える。
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1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

自己紹介する時の
表現を理解し、学
んだ表現を適切に
運用する技能を身
に着けている。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、自
己紹介を通してコ
ミュニケーションを
取っている。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、自
己紹介を通してコ
ミュニケーションを
取ろうとしている。

発表テスト、レポート等

5 ○ ○ ○

学校生活について
説明する表現を理
解し、学んだ表現
を適切に運用する
技能を身に着けて
いる。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、学
校生活についてコ
ミュニケーションを
取っている。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、学
校生活についてコ
ミュニケーションを
取ろうとしている。

6 ○ ○ ○

趣味について説明
する表現を理解
し、学んだ表現を
適切に運用する技
能を身に着けてい
る。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、趣
味についてコミュニ
ケーションを取って
いる。

適切な表現を用い
て情報をまとめ、趣
味についてコミュニ
ケーションを取ろう
としている。

7 ○ ○ ○

道案内や観光で用
いる表現を理解
し、学んだ表現を
場面に応じて運用
する技能を身に着
けている。

場面に応じた表現
を適切に使って、
道案内や観光での
やりとりに関して表
現している。

場面に応じた表現
を適切に使って、
道案内や観光での
やりとりに関して表
現しようとしてい
る。

発表テスト、レポート等

8 ○ ○ ○

食事や買い物で用
いる表現を理解
し、学んだ表現を
場面に応じて運用
する技能を身に着
けている。

場面に応じた表現
を適切に使って、
食事や買い物での
やりとりに関して表
現している。

場面に応じた表現
を適切に使って、
食事や買い物での
やりとりに関して表
現しようとしてい
る。

9 ○ ○ ○

電話や通院で用い
る表現を理解し、
学んだ表現を場面
に応じて運用する
技能を身に着けて
いる。

場面に応じた表現
を適切に使って、
電話や通院でのや
りとりに関して表現
している。

場面に応じた表現
を適切に使って、
電話や通院でのや
りとりに関して表現
しようとしている。

10 ○ ○ ○

駅や空港で用いる
表現を理解し、学
んだ表現を場面に
応じて運用する技
能を身に着けてい
る。

場面に応じた表現
を適切に使って、
駅や病院でのやり
とりに関して表現し
ている。

場面に応じた表現
を適切に使って、
駅や病院でのやり
とりに関して表現し
ようとしている。

11 ○ ○ ○

自国の文化につい
て理解し、学んだ
英語を駆使してプ
レゼンテーションす
る技能を身につけ
ている。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
している。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
しようとしている。

発表テスト、レポート等

12 ○ ○ ○

自国の文化につい
て理解し、学んだ
英語を駆使してプ
レゼンテーションす
る技能を身につけ
ている。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
している。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
しようとしている。

1 ○ ○ ○

自国の文化につい
て理解し、学んだ
英語を駆使してプ
レゼンテーションす
る技能を身につけ
ている。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
している。

適切な表現を用い
て、自国の文化に
ついて、相手に伝
える工夫をしながら
プレゼンテーション
しようとしている。

Japanese culture 2 自国の文化を理解し、英語を
駆使して伝える。

　 Japanese culture 3 自国の文化を理解し、英語を
駆使して伝える。

Station / Airport 場面に応じた表現を理解し、
適切に使う。

日本について語る Japanese culture 1 自国の文化を理解し、英語を
駆使して伝える。

Restaurant /
Shopping

場面に応じた表現を理解し、
適切に使う。

Telephone /
Hospital

場面に応じた表現を理解し、
適切に使う。

Hobies 情報をまとめ伝え、コミュニケー
ションを取る。

場面に応じて語る Directions /
sightseeing

場面に応じた表現を理解し、
適切に使う。

自分について語る Self-introduction 情報をまとめ伝え、コミュニケー
ションを取る。

School Life 情報をまとめ伝え、コミュニケー
ションを取る。

担
当
者
か
ら

プリント中心に授業を進めていきます。
英語が苦手でも、日常生活や日本文化について、英語を使ってコミュニケーションを図ることに関心がある生徒向けの授業です。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

授業での取り組み、パフォーマンステスト、レポートなどで総合的に評価する。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言
語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

英語を使うことに興味関心を持ち、積極的に活動をして、自分で使うことができる表現を増やしていくこと。

間違えを恐れずに、楽しみながら身に付けていきましょう。

使用教科書 なし 担当者

外国語 教養英語 2 選択科目 ３年

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次


